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■  技術概要

移動体遠隔操縦システムおよびそのための制御プログラム

移動体の無線操縦システム

無線操縦無線操縦無線操縦無線操縦ののののロボットロボットロボットロボット、、、、無人車両無人車両無人車両無人車両などのなどのなどのなどの無人移動体無人移動体無人移動体無人移動体

複数の経路を経てくる電波が相互干渉して時間的に弱めあう電波の不感帯などの
点在によって通信障害領域が存在する電波環境下においても無線操縦ロボットな
どの移動体を安全に無線操縦可能とする。

本発明によれば、電波が届きにくい場所や相互干渉によって電波が弱めあう不感
帯などのほか、他の無線機器からの電波などの影響により無線操縦を維持できな
い通信障害領域が存在する電波環境下においても無線操縦ロボットなどの移動体
を信頼性高く安全に無線操縦することができる。

電波の伝搬に障害となる展示棚３０２～３１２が配置されると同時に、電波障害とな
る搬送車両PO1や人間PO2が適宜移動する室内において、遠隔操縦用アンテナ
202a、204a、206aが設置されており、この室内でロボットRを無線操縦する際に、搬
送車両PO1の存在とそれによって生じる電波障害による仮想障害物領域IO3並びに
人間PO２の存在とそれによって生じる電波障害による仮想障害物領域IO4を地図上
に描いておいてこれらの領域へロボットRが進入することを禁止する。


